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インシデントの優先順位付けについてお話ししましょう。インシデントの優先順位付けとは一
体何なのでしょうか。また、なぜそれが重要なのでしょうか。 

ネットワーク管理者の観点から見ると、特定の問題は他の問題よりも重大であるため、より
深刻だと判断され、適切に優先順位付けされるべきなのです。手動でトラブルシューティング
を行う場合、ネットワーク管理者は一般的にいくつかの要因を考慮して問題の重大度を判断
します。たとえば以下のようなものが挙げられます。

• ネットワークのどの部分が影響を受けていますか／受けましたか？
• どれくらいの数のクライアントが影響を受けていますか／影響を受けましたか？
• 問題が継続していない場合、インシデントはどのくらいの期間続きましたか？
もちろん、これらの考慮すべき事項は、産業、時期、ネットワークが導入されている場所などに
より異なります。

ネットワークインシデントの重大度を決定することは、ときに信じられないほど複雑なプロセ
スとなります。驚くことではありませんが、そのプロセスを自動かつ正確に再現できるアルゴ
リズムを作成し、トレーニングすることも同様に困難です。そのため、教師あり機械学習の手
法を使って重大度スコアを決定することは選択肢にありません。これには膨大な量のトレー
ニングデータが必要であり、そのようなモデルは費用が高く実現不可能です。 

教師なし機械学習がインシデント分析にとって重要である

RUCKUS Analyticsが教師なし機械学習技術を使用して、特定の問題についてネットワーク
管理者に関連する特定の要因を分析することによりネットワークインシデントの重大度を
決定しているのは、これが理由です。RUCKUS Analyticsは、重大度に基づいて自動的に問題
に優先順位を付け、AI機能を使用して、最も深刻なネットワークの問題をユーザーにすばや
く注意喚起します。

CommScopeのRUCKUS Analyticsによって可能になるインシデント定義のインテリジェン
スで2番目に価値のあるものは範囲です。管理者が、問題がどれだけ広範囲に及んでいる
かを理解するのに役立つように、すべてのインシデントは可能な限り上位のレベルまたは
範囲で検出されます。たとえば、SmartZoneの導入において、APはグループ、ゾーン、ドメイ
ンなど、いくつかの論理グループによって分類されます。また、他にもWLAN（同じWLANを
持つAP）やDHCPサーバー（DHCPサーバーに接続しているAP）などのソフトなグループも
あります。1つの論理グループに属する複数のAPが同じ問題の影響を受けている場合、問
題は個々のAPレベルではなく、グループレベルで示されるべきです。

階層クラスタリングに精通している人にとって、このアプローチは凝集型階層クラスタリング
に似ているように見えます。つまり、インシデントはAPレベルで始まり、最初に観測
された最高レベルに達するまで上位に昇格します。このインシデントの「ロールア
ップ」は、計り知れないメリットをネットワーク管理者にもたらします。なぜなら手
動のトラブル シューティング アプローチでは不可能だった問題を詳細に検討でき
るためです。これはパターンが、さまざまなアクセス ポイントにまたがるAPレベル
でのみ観測されるからです。
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結論

CommScopeのRUCKUS Analyticsは、インシ
デントの検出、優先順位付け、範囲の3つの
要素すべてを組み合わせ、ネットワーク管理
者がネットワークとそこで発生する問題を完
全に把握できるようにします。私たちの目標
は、機械学習とAIの手法を活用してネットワ
ークの問題を自動的に特定して解決する自
律的なネットワークを使用して、管理者が安
心してネットワークを管理できるようにする
ことです。

CommScopeのRUCKUS Analyticsのインシデント分析機能について詳しく知りたい場合
は、この短いスクリーンキャプチャーデモビデオをご覧ください。

または、製品の解説ビデオにアクセスして、さまざまな機能についてご確認ください。

https://ja.commscope.com/product-type/enterprise-networking/service-assurance-network-intelligence/network-analytics
https://share.vidyard.com/watch/1ZN2BMHE4AJMi9Nx2hudcG?
https://share.vidyard.com/watch/V97cFZ6z24WcbwyYrWNTdM?
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